
６月定例議会は６月３日（金）に開会です。詳しい日程は0492－1111内線3512・3513でお問い合わせください。
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しろいしろい

新築棟工事の様子

平成30年5月

全庁開庁予定

　
　
３
月
定
例
議
会

　
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
15
日
か
ら
３
月
22 

日
ま
で
、
37
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、
新
年
度
予
算
な
ど
の
議
案

33
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
議
員
か
ら
発
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
第
１
回
臨
時
議
会

　
４
月
11
日
に
臨
時
議
会
を
開
き
、
庁
舎
整
備

工
事
に
係
る
契
約
の
締
結
な
ど
の
議
案
５
件

が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
６
頁

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市
庁
舎
工
事
は
じ
ま
る

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
6月3日（金）
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３月定例議会の会議録は図書館・公民館図書室で６月下旬から閲覧できます。
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Ί
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ҙ
ݟ
ॻ
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〈
議
案
第
１
号
〉
白
井
市
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
議
案
第
18
号
〉
平
成
27
年
度
白
井
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

〈
陳
情
第
３
号
〉�

精
神
障
害
者
の
交
通
運
賃
割
引
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す

る
陳
情
書

Ｑ
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͠

ͳ
͔
ỳ
ͨ

߹
ͷ
േ
ଇ
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規
定
に
よ
り
േ
ଇ
が
ઃ
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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Կ
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Ａ
　�

市
で
は
国
よ
り
も
対
象
と

な
る

ڃ
を
広
げ
、
֘
当

者
を
૿
や
す
と
と
も
に
、

࠶
ब
৬
者
の
ब
৬
ઌ
に
ͭ

Ｑ
　 

ਓ
ؒ
υ
ỽ
Ϋ

ͷ
ॿ
成
ࣄ

ۀ
ͷ
࣮

ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ố

Ａ
　 

平
成
28
年
̍
݄
ま
で
の
実


で
す
が
、
人
間
υ
ッ
ク

は
３
̌
３
݅
、

υ
ッ
ク

は
��
݅
の
ਃ
請
を
ड
け
て

い
る
と
こ
Ζ
で
、
当
ॳ
の

見
ࠐ
み
よ
り
݅
数
が
上
ճ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｑ
　 

ਓ
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ซ
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͠
ͨ

߹
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ॿ
成

ۚ
ֹ

ỏ
͍
͘
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Ͱ
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͔
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Ａ
　 

人
間
υ
ッ
ク
と

υ
ッ
ク

い
て
公
表
す
る
ٛ
務
を
ෛ

う
の
で
、
市
民
に
対
す
る

ಁ
໌
性
が
ߴ
ま
る
と
考
え

ま
す
。

　
　 


৬
後
̎
年
の
規
定
に
ͭ

い
て
、
෦
՝
長
৬
に
ࡏ
੶

し
た
ه
Ա
も

り
、
短
い

と
感
じ
ま
す
。

　
　 


例
制
定
後
の
ޮ
Ռ
の
検

ূ
と
改
ળ
を
行
う
体
制
の

整
備
を

݅
に
ࢍ
成
し
ま

す
。

　
　 

一
般
的
に
̎
年
と
い
う
の

は
、
ద
当
だ
と
思
い
ま
す
。

の
ซ
༻
で
は
、
そ
れ
ͧ
れ

上
限
̎
ສ
ԁ
で
、
あ
Θ
せ

て
̐
ສ
ԁ
の
助
成
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
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̍
݄

時

で
、
3�
݅
あ

り
ま
し
た
。
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〈
発
議
案
第
１
号
〉

ừ
ҙ
ݟ
ॻ
֓
ཁ
Ử
ো
害
者
ࠩ
ผ
解
消
๏
は
、
全
て
の
国
民
が

け

ִ
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
ো
が
い
者
ࠩ
ผ
の
解
消
を
ਪ
進
す
る
こ
と

を

的
に
本
年
̐
݄
か
ら
ࢪ
行
さ
れ
ま
す
。
ݱ
実
に
は
、
ো
が
い

の
内
容
に
よ
る
ࠩ
ผ
が
ଘ
ࡏ
し
て
お
り
、
そ
の
一
例
が
ަ
௨
ӡ


の
割
引
制

で
す
。
身
体
・
知
的
ো
が
い
者
に
は
割
引
が
あ
り
ま

す
が
、
精
ਆ
ো
が
い
者
に
は
、
そ
の
ద
༻
が
制

Խ
さ
れ
て
い
ま

せ
Μ
。
長
年
、
国
や
ަ
௨
事
業
者
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
精

ਆ
ো
が
い
者
も
身
体
・
知
的
ো
が
い
者
と
同

に
ަ
௨
ӡ

割
引

制

の
ద
༻
対
象
と
す
る
よ
う
全
て
の
ަ
௨
事
業
者
に
対
し
ద
切

に
ࢦ
ಋ
し
て

く
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。
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ࢢ
ி
ࣷ
ͷ
৽
ங
ɾ
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ܖ

͕
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ఆ
͠

·
͠
ͨ

〈
議
案
第
２
号
〉
白
井
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〔
臨
時
議
会
〕〈
議
案
第
４
号
〉
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

Ｑ
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Δ
ͱ
͜
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Ố
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৬
員
の
消
අ
生
活
セ
ϯ
タ

ー
長
を

置
し
、
相
ஊ
員

は
消
අ
生
活
相
ஊ
員
ࢿ
֨

ࢼ
験
合
֨
者
と
し
ま
す
。

Ｑ
　 

ফ
අ
ऀ
ͷ
ݸ
ਓ

ใ
ɾ
ࣄ

ۀ
ऀ
ͷ

ใ
࿙
͑
͍
ର
ࡦ


Ố
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セ
ϯ
タ
ー
の
ࢪ
ৣ

理
に

加
え
、
相
ஊ
カ
ー
υ

の

書
ݿ
に
も
ࢪ
ৣ
し
、

理

を
強
め
ま
す
。
ま
た
、
相

Ｑ
　 

ਵ
ҙ
ܖ

ͷ
ଥ

ੑ
ͱ
ỏ

ܖ


༰
ͷ
ެ
ද
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ఆ

Ố

Ａ
　�

̚
Ｃ
̞
方
ࣜ
の
બ
定
理
༝

は
、
ί
ス
ト

減
と
工
期

短
ॖ
、
ݐ
ங
工
事
の
ೖ
ࡳ

不
調
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ܖ

内
容
は
公
表
し
ま
す
。

Ｑ
　 


๏
͕
ҧ
͏
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ࣷ
ͷ

ٱ

ό
ϥ
ϯ
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Ố

Ａ
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新
ங
౩
は
8�
年
、
減
ங
౩

は
減
ங

ྃ
後
��
年
の


༻
年
数
で
、
ద
ਖ਼
に
保
全

を
し
て
い
く
方
針
で
す
。

ஊ
員
は
、
地
方
公
務
員
๏

で
定
め
る
क
秘
ٛ
務
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
Μ
が
、

こ
の

例
で
対
象
者
と
し

ま
す
。

Ｑ
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֬
อ
͞
Ε
ͯ
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　�

৬
員
と
̐
人
の
相
ஊ
員
で

26
年

3�
日
の
研
修
実


が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
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備


Ҏ
外
、
市
が
工
事

整
備
අ
を
ෛ
୲
し
ま
す
。

　
　�

平
成
21
年
Ҏ
来
の
ி
ࣷ
整

備
の
検
討
が
、
市
民
参
加

で
ݱ
計
画
に
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
݁
論
に
反
対
は
な

い
が
、
議
会
の
検
討
が
足

り
た
の
か
、
̚
Ｃ
̞
方
ࣜ

の
ޮ
Ռ
は
あ
っ
た
の
か
不

安
な
໘
も
あ
り
ま
す
。
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ऀ
ख
ா
ͷ
औ
ಘ
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͕
19
ɾ 

̓
ˋ
ͱ
ͷ

அ
Ͱ
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͍
͔
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Ａ
　�

は
い
。
全
体
的
に
精
ਆ
ো

が
い
者
本
人
ٴ
ͼ
Ո

に
、

他
者
に
知
ら
れ
た
く
な
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ख
ா

औ
得
に
は
大
ม
༐
ؾ
を
必

要
と
し
ま
す
（
参
考
人
）。

Ｑ
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ݶ
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ͷ
ࢥ
͍

Ố

Ａ
　�

ࠩ
ผ
解
消
๏
ࢪ
行
の
タ
Π

ϛ
ϯ
ά
に
ύ
ワ
ー
を
持
っ

た
ӡ
動
に
し
て
、
ࢲ
た
ち

も
ࠩ
ผ
な
き
ॲ
۰
を
উ
ち

औ
り
た
い
と
の
思
い
で
す
。

議
会
で
も
お
力
ఴ
え
を
お

ئ
い
し
ま
す
（
参
考
人
）。

　
　�

ަ
௨
ӡ

割
引
制

の
ద

༻
対
象
に
精
ਆ
ো
が
い
者

を
加
え
、
ަ
௨
事
業
者
へ

の
ࢦ
ಋ
は
も
ち
Ζ
Μ
、
国

の
制

と
し
て
考
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ࢍ
成
し

ま
す
。
ߴ
ӡ

の

૯
మ

ಓ
で
も
ਅ

に
考
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　�

݈
ৗ
者
も
ো
が
い
者
も
同

じ
ϥ
Π
フ
ス
ς
ー
δ
で
生

活
で
き
る
よ
う
ࣾ
会
全
体

が

の
ප
ؾ
が
ݪ
Ҽ
で
あ

る
精
ਆ
ো
が
い
者
へ
の
理

解
を
ਂ
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
ো
害

者
ࠩ
ผ
解
消
๏
の
ࢪ
行
を

機
に
ަ
௨
ӡ

割
引
が
精

ਆ
ো
が
い
の
方
に
も
ద
༻

さ
れ
る
よ
う
ࢍ
成
し
ま
す
。
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陳
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学
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共
同
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理
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建
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こ
の
ӡ
Ӧ
ҕ
員
会
自
身
の

違
๏
、
不
当
も
あ
り
ま
す

が
、
問

は
新
ங
・
Ҡ
స

の
方
針
を
ܾ
定
す
る
๏
的

な
ਖ਼
当
性
、
説
得
力
の
あ

る
Պ
学
的
な
方
針
が
ূ
໌

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
ܾ
定
の
過
ఔ
を
ؚ
め

て
問

が
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
検
ূ
と
見
直
し
も
同

時
に
必
要
で
、
そ
の
ࡍ
に

今
ま
で
΄
と
Μ
ど
検
ূ
し

て
い
な
か
っ
た
改
修
案
も

ਅ

に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
の
が
ఏ
案
で

す
（
参
考
人
）。

Ｑ
　 

̎
͔
月
Ґ
Ͱ
վ
म
ͱ
͋
Δ

͕

ࣄ

༰

ỏ

ఔ
ද

͕
ͳ
͍
த
Ͱ
ỏ
͖
ͪ
Μ
ͱ

Ͱ
͖
Δ
ͷ
Ͱ
͠
Ỷ
͏
͔
Ố

Ａ
　�

同
規
模
の
改
修
を
ஜ
ࢵ
野

市
で
や
っ
て
い
る
例
が
あ

る
の
で
、
で
き
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
（
参
考
人
）。

Ｑ
　 

ઃ
ܭ
ỏ
ۀ
ऀ
બ
ఆ
ỏ
ݐ
ங


成
ỏ
ς
ε
τ
ظ
ؒ
·
Ͱ

ͷ
શ

ఔ
Λ
ỏ
ຊ

ʹ
̎

年
ૣ
͘
ỏ
33
ԯ
ԁ
҆
͘
Ͱ

͖
Δ
ͷ
Ͱ
͢
͔
Ố

Ａ
　 

23
年
の
ί
ϯ
α
ル
案
を
ج

本
に
す
れ
ば
、
そ
れ
΄
ど

時
間
は
か
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
業
者
の
બ
定
は

や
っ
て
み
な
い
と
Θ
か
り

ま
せ
Μ
（
参
考
人
）。

�

　
　�

工
ఔ
表
、
ਤ
໘
が
な
く
、

必
ͣ
で
き
る
か
ど
う
か
不

安
が

り
ま
す
。
̕
݄
議

会
本
会
議
で
の
Մ
ܾ
を
重

く
ड
け
ࢭ
め
反
対
し
ま
す
。

　
　�

Ҡ
స
・
ݐ
ସ
え
の
方
針
は

学
ࣝ
経
験
者
で
あ
る
ݐ
ங

Ո
が
ܽ
੮
し
た
ӡ
Ӧ
ҕ
員

会
で
ܾ
定
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の

情
は
市
民
ά

ル
ー
プ
の
方
々
が
よ
く
ษ

強
し

情
に
ࢸ
っ
た
も
の

で
す
。
一
考
す
る
Ձ

が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　�

ӡ
Ӧ
ҕ
員
会
の
๏
的
問


に
関
し
て
は
、
平
成
2�
年

３
݄
ഇ
案
と
な
っ
た
事
案

で
は
な
く
、
2�
年
̐
݄
Ҏ

߱
新
た
に
৹
議
し
議
ܾ
し

た
も
の
で
す
。
そ
の
時


で
の
ӡ
Ӧ
ҕ
員
会
は

例

Խ
さ
れ
て
お
り
、
違
๏
性

は
な
か
っ
た
と
思
い
、
反

対
し
ま
す
。

�

　
　�

ࡢ
年
12
݄
の
༗
ࣝ
者
会
議

で
も
財
源
の

い
方
に
ͭ

い
て
助
言
さ
れ
て
い
ま

す
。
ক
来
に
Ւ
ࠜ
を

さ

͵
よ
う
行
政
が
࠶
検
討
さ

れ
る
こ
と
を
ئ
い
ࢍ
成
す

る
も
の
で
す
。

࣭
ٙ
ҙ
ݟ
ͳ
Ͳ

賛成賛成

各常
任委
員会
での審

査内容

の一
部を
お知ら

せします
平成28年度予算を可決しました平成28年度予算を可決しました平成28年度予算を可決しました平成28年度予算を可決しました

一般会計予算では、平成28年度に着工の市役所庁舎整備事業に約24

億3千万円（28・29年度の継続費、約44億8千万円）を計上したこ

とや、子ども医療費助成事業の拡大などにより、当初予算額として

初めての200億円超（約201億65万円）となりました。

総務
Q　鉄道交通推進事業及びバス交通

推進事業で、都市マスタープランに利

便性の向上や充実がうたわれているが、

予算ではその姿勢が見えないが。

A　རศੑͷ্ʹΊΔ͘ɺࢢॴपลΛؚ

Ίࢢͷ͕ڥมԽ͍ͯ͠·͢ͷͰɺٸۓʹରԠ

͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ͷҬެަڞ௨ձٞʹࢾ

Γ·͢ɻ

文教
民生

Q　小学３年生以上を対象に地域全

体で子育てを支援していくドリーム

チャレンジャー事業では、サポー

ター（地域の大人・団体等）は、どう

いう団体を想定しているのか。

A　αϙʔλʔʹొΛ͍͖ͯͨͩ͠·͢ɻ

৭ʑͳεϙʔπ౷จԽɺܳज़ଟ͘ͷஂମ

ʹԠื͍͖͍ͨͩͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

環境
経済

Q　農産物ブランド推進事業で広告

方法の見直しは。

A　ిंͷதͮΓࠂͰɺനҪͷསຊʹ

͓͍͍͠ͱ͍͏Πϝʔδ͕͑ΒΕΔΑ͏ʹɺݟ

੍ͯ͠͠࡞·͢ɻ

文教
民生

Q　待機児童対策事業の私立保育園

整備補助金１６５０万円が計上され

ているが、保育園の誘致は。

A　͕ࢢখنอҭۀࣄॴΛ༠க͢ΔͨΊʹɺຽؒ

ઃͷվमΛ行ͬͨ߹ʹิॿۚΛग़ࢪ͕ऀۀࣄ

͢༧ఆͰ͢ɻ۩ମతͳऀۀࣄܾఆ͍ͯ͠·ͤΜɻ

総務
Q　白井市ＰＲに要する経費でシティ

プロモーションの業務内容とスケ

ジュールは。

A　γςΟϒϥϯυΛߏங͠ɺϒϥϯυΠϝʔδ

ΛޮՌతʹఆΊΔγςΟϓϩϞʔγϣϯجຊํ

ͷࡦఆۀ࡞Λ平成2�年12月͔Β行͓ͬͯΓɺ平成

28年12月ʹํΛܾఆ͍ͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

環境
経済

Q　育苗センターの事業費の総額と

補助額は。

A　૯༧ࢉ̑̎̑ສ̐̌̌̕ԁͰබͷൢചӹͷ

̎̌̌ສԁΛࠩ͠Ҿ͖ɺ̏̎６ສԁΛิॿ͠·͢ɻ

文教
民生

Q　子育て応援事業の新規事業はな

にか。

A　ϚλχςΟ͚ͷࣨڭͷ༰ΛϦχϡʔΞϧ

͠ॆ࣮ͤ͞Δ͜ͱɺࢠखாΛ発行͢Δࡍʹɺ

อ݈ࢣ͕໘ஊΛ͠ɺܧ͘ଓࢧԉʹͭͳ͛

ΔऔΓΈΛ行͍·͢ɻ༧छφϏͰɺ༧

छͷεέδϡʔϧཧγεςϜΛຊ֨తʹε

λʔτ͠·͢ɻ

総務
Q　地方交付税が前年度よりも増額

となった理由は。

A　平成2�年ͷํަ੫ܾఆֹΛߟࢀʹɺࠃ

ͷ֓ࢉཁ࣌ٻͷ૿ֹݮΛՃຯͯ͠ࢉఆ͠·ͨ͠ɻ

平成2�年ͷํަ੫༧ࢉΑΓ্ճܾͬͯఆ

͞Εͨ͜ͱ͔Βɺॳ༧ࢉൺֱͰ૿Ճֹ͕େ͖

͘ͳͬͨͷͰ͢ɻ

環境
経済

Q　市民農業大学事業の目指す方向

性について。

A　ؔஂମɺऀؔۀͱڞಉͨ͠ۀ࡞Λͯ͑ߟ

͍·͢ɻࢢຽ׆ಈஂମͱٞ͠ڠɺ2�年։ߍʹΉ͚

ͯਐΊ·͢ɻ年ؒΛ௨ͯ͡ੜۀͱͯ͠Δ͜ͱ͕

Ͱ͖ɺ৽نब͍͚ͯͨͩ͠ΔਓࡐΛ発۷ɾҭ成

ͯ͠Ώ͖͍ͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

文教
民生

Q　地域人材活用で、人材の確保や

広報、他課との連携や協議体制はど

う考えるか。

A　ҬͷਓࡐΛۀࣄͰ׆༻͢Δ͜ͱͰɺࢠͲ

ͨͪͷֶशͷఆணΛਤΔ͜ͱʹऔΓΈ·͢ɻֶ

ͳΓ·͢ͷͰɺจԽஂʹࡐҭͷதͰͷҬਓڭߍ

ମٞڠձࣾձٞڠࢱձͳͲʹ͓͍͠ئɺଞͷ

՝ͱͷ࿈ܞΛڭҭҕһձͰਤΓͳ͕Βɺֶߍʹ

հ͠·͢ɻ

総務
Q　市税の徴収率で、予算を作成す

るうえでの配慮は。

A　ऩʹ͍ͭͯɺମ੍ͷڧԽΛਤΓɺ͞Β

ͳΔ্ʹऔΓΉ͜ͱͱͯ͠༧ࢉฤ成Λ͍ͯ͠

·͢ɻ

環境
経済

Q　印西地区消防組合に要する経費

の負担割合の協議はしてきました

か。

A　ج४ࡒधཁֹʹԠͯ͡ɺ֤ Ͳͷ͘Β͕ࢢ成ߏ

͍ͷׂ߹Ͱඅ༻͕͏͔ੵ͍ͯ͠ࢉ·͢ɻߏ成ࢢɾ

ফຊ෦ɾࡒ୲ऀͱࣄલͷௐٞڠΛ行͍ɺ

߹ٞձʹఏҊͯ͠ঝೝΛಘͨෛ୲ׂ߹ͱͳͬͯ

͍·͢ɻ

反対反対
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市
政
の
こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

市
政
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こ
こ
が

　
　
知
り
た
い

第133号　平成28年6月1日発行 （̐）しろい議会だより

問
　
ߴ
ྸ
者
の
ӡ
స
໔
ڐ
ূ
ฦ

ೲ
は
ങ
い
物
や
外
出
の
不
ศ
を

生
み
ま
す
。
外
出
支
援
へ
の
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
ߴ
ྸ
者

に
向
け
、
市
の

॥

ό
ス
割
引
ճ
数
݊
発
行
・

ප
Ӄ

へ
の
ૹ
ܴ
支
援
・
Ϧ
フ

ト

ワ
ΰ
ϯ
ं
ି
出
・
タ
ク
シ

ー
ӡ

一
෦
助
成
の
他
、
̣
Ｐ

̤
๏
人

の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

問
　
ネ
ッ
ト

จ
の
ख
助
け
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ӡ
ૹ
会
ࣾ

が

ୡ
、
支

い
は
ߴ
ྸ
者
本

人
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ങ
い
物
支

援
に
ͭ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
　
タ
ϒ
Ϩ
ッ
ト


ར
༻
で

Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
に
よ
る
ങ
い
物

支
援
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
市
内
生
活

ڥ
の
ม
Խ
に


い
、
ক
来
に
向
け
ό
ス
ӡ
行

体
制
を
見
直
す
時
期
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
　
地
域
公
ڞ
ަ
௨
会
議
に
ࢾ

り
、
॥

ό
ス
の
ར
ศ
性
向
上

に
औ

Μ
で
い
き
ま
す
。

問
　

ं
実
態
の
調
ࠪ
で
は
な

く
、

り
た
く
て
も

れ
な
い

人
を
ؚ
Μ
だ
調
ࠪ
は
。

答
　
平
成
22
年
の
ル
ー
ト
見
直

し
の
ࡍ
は
、
ར
༻
者
Ξ
ϯ
έ
ー

ト
を
実
ࢪ
。
ར
༻
者
の
状
況
を

加
ຯ
し
ܾ
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
ୈ
̑
࣍
૯
߹
ܭ
ը
Ͱ
ͷ
ủ
ࢢ

ຽ
ڠ
ಇ
ͷ
ί
ồ
σ
ỹ
ω
ồ
λ
ồ
Ứỏ

ࢢ
ͷ
ủ
์
՝
ޙ
͜
Ͳ

ڭ
ࣨ
Ứ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

࣭

͠
·
͠
ͨ
Ố

　14 人（32 項目）
の質問があり、その
要約を掲載しまし
た。詳細については、
会議録をご覧くださ
い。この記事は各議
員が作成していま
す。

平
ా
　
৽
ࢠ
ٞ
һ

一
部
事
務
組
合
の

　
　
　
多
額
な
負
担
金
の
推
移
は



　
ཅ
ࢠ
ٞ
һ

問
　
今
後
、
市
民
と
ڠ
働
を
ਤ

っ
て
い
く
中
で
、
খ
学
ߍ
۠
୯

位
の
ま
ち
づ
く
り
ڠ
議
会
新
ઃ

に
向
け
、
既
ଘ
の
地
域
͙
る
み

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
と
の
違
い

を
市
民
へ
ど
の
よ
う
に
理
解
を

得
て
い
き
ま
す
か
。

答
　
ڠ
議
会
は
地
域
の
ڭ
育
、

福
ࢱ
、
防
災
問

な
ど
に
対
し


し
合
う

৫
と
し
て
৭
々
な

෦
会
を
࡞
る
予
定
で
、
従
来
の

福
ࢱ
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
࿈
ܞ

を
ਂ
め
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
形

で
ߏ
ங
が
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
新
設
の

　
　
　
　
具
体
的
取
り
組
み
は

問
　
ಡ
書
活
動
ਪ
進
ิ
助
ڭ
員

の

置
と
ޮ
Ռ
に
ͭ
い
て
。

答
　
学
ߍ
ਤ
書
ؗ
の
ઐ

知
ࣝ

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
を

理
解
し
、
ڭ
員
を
α
ϙ
ー
ト
し

な
が
ら
ڭ
育
活
動
を
行
え
る
ڭ

員
໔
ڐ
を
持
っ
た
ಡ
書
活
動
ਪ

進
ิ
助
ڭ
員
を
平
成
2�
年

か

ら
、
全
て
の
খ
中
学
ߍ
に

置

す
る
本
市
ಠ
自
の
औ
り

み
を

࢝
め
ま
し
た
。
学
ߍ
ਤ
書
ؗ
の


ڥ
整
備
、
ਤ
書
ؗ
と
の
࿈

ܞ
、
ڭ
৬
員
と
の
チ
ー
ム
ς
ỹ

ー
チ
ϯ
ά
に
よ
る
त
業

の
役

割
を
୲
っ
て
お
り
、

置
さ
れ

て
よ
か
っ
た
と
い
う
ධ
Ձ
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
　
ೕ
༮
ࣇ
へ
の
औ
り

み
は
。

答
　

ち
Ỵ
Μ
と
保
ޢ
者
に
本

を
ಡ
Ή
ָ
し
さ
や

子
の
৮
れ

合
い
を
ਂ
め
て
も
ら
お
う
と
ֆ

本
を
ಡ
み
ฉ
か
せ
る
「
ϒ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
ྨ
ࣅ
事
業
」、
ਤ
書

ؗ
、
セ
ϯ
タ
ー
で
は
、
お

会
、

ಡ
み
ฉ
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
市
立
ਤ
書
ؗ
で
আ
੶
さ
れ

る
ࣇ
ಐ
書
を
保
育
Ԃ
や
ࣇ
ಐ
ؗ

の
集
会
ࣨ
に
ఏ
ڙ
し
て
΄
し
い

と
思
う
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
　
市
立
保
育
Ԃ

の
要
望
を


い
、
༏
ઌ
的
に
ఏ
ڙ
で
き
る

よ
う
に
、
関
࿈
機
関
と
調
整
を

ਤ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ủ
߹

ุ
ớ
थ


ุ

Ờ

ͷ

උ
Ứ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

࣭

͠

·
͠
ͨ
Ố

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
取
り
組
み
は

੪
౻
　
ஐ
ࢠ
ٞ
һ

問
　
地
域
ೣ
に
関
す
る
ۤ
情
、

相
ஊ
݅
数
は
。

答
　
過
ڈ
３
年
で
3�
݅
で
す
。

ふ
Μ
ŋ

え
さ
や
り
、
ࣂ
い
方


の
相
ஊ
で
す
。

問
　
そ
の
対
策
は
。

答
　
ਖ਼
し
い
ೣ
の
ࣂ
い
方
な
ど

の
ܒ
発
活
動
の
ॆ
実
。
不

ڈ



に
よ
る
ద
ਖ਼
な

理
を
行

い
、
प
ล
住
民
に


と
な
ら

な
い
よ
う

ྀ
し
た
औ
り

み

を
行
う
地
域
ೣ
活
動
に
ͭ
い
て

ઌ
進
事
例

を
参
考
に
調
ࠪ
研

ڀ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
ࣺ
て
ೣ
の
૿
え
る
ݪ
Ҽ
は
。

答
　
ࣺ
て
ೣ
、
不

ڈ

し
な

い
ࣂ
い
ೣ
の
์
し
ࣂ
い
。
ࣂ
ओ

の
い
な
い
ೣ
へ
の
Ӥ
や
り
で
す
。

問
　
ೣ
問

解
ܾ
の
事
例
は
。

答
　
ࣣ
࣍

地
۠
自
治
会
か
ら

地
域
ೣ
活
動
に
औ
り

み
た
い

と
の
相
ஊ
が
あ
り
、
ڠ
議
の
݁

Ռ
、
県
の
不

ڈ

事
業
を


հ
。
地
域
ೣ
活
動
の
औ
り

み

を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

問
　
市
の
役
割
に
ͭ
い
て
。

答
　
ೣ
問

は
地
域
の
՝

で

あ
り
、
地
域
の
方
々
と
自
治
会

の
問

で
あ
る
と
ଊ
え
、
理
解

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
࢝
め

で
す
。
ͭ
͗
に
そ
の
ೣ
の

理

に
ڠ
力
を
し
て
い
た
だ
く
方
が

い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
地
域

の
方
に
容
ೝ
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
情
報
ఏ
ڙ
し
、
相
ஊ
に
応

じ
て
い
き
ま
す
。

地
域
猫
対
策
の
推
進
を

২
ଜ
　
ത
ٞ
һ

問
　
新
た
な
市
民
α
ー
Ϗ
ス
の

向
上
を
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

答
　
Ϛ
Π
ナ
ϯ
ό
ー
カ
ー
υ
を

ར
༻
し
て
住
民
ථ
や
印
ؑ
ূ
໌

を
ί
ϯ
Ϗ
χ
ަ

で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。
ݱ
ࡏ
よ
り

औ
得
Մ
能
な
時
間
が
૿
え
、
全

国
ど
こ
の
ί
ϯ
Ϗ
χ
で
も
औ
得

で
き
ま
す
。
ύ
ス
ϙ
ー
ト
の
ਃ

請
は
ຖ
年

̎
ઍ
݅
あ
り
ま
す
。

そ
の
多
く
は
দ
ށ
市
ま
で
ਃ
請

に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
新
ி
ࣷ

成
時
に
ਃ
請

ަ

の
૭
口
を
開
ઃ
し
ま
す
。

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と

　
　
　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
窓
口
交
付

ੴ
Ҫ
　
ܙ
ࢠ
ٞ
һ

問
　

士
中
予
定
地
の
今
後
は
。

答
　
人
口
ਪ
計
に
よ
る
大
ࢁ
口

中
学
ߍ
の
生
ె
数
は
平
成
3�
年


か
ら
32
年

に
ピ
ー
ク
を
ܴ

え
一
時
的
な
ڭ
ࣨ
不
足
が
予
想

さ
れ
る
も
の
の
そ
の
後
生
ె
数

が
減
少
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で


士
中
予
定
地
の
༗
ޮ
活
༻
を
ਤ

る
た
め
ス
ϙ
ー
π
ஂ
体

の
活

動
や
地
域
の
Ն
ࡇ
り
、
地
۠
自

治
会
の
行
事
な
ど
に
開
์
し
て

き
ま
し
た
が

定
的
な
ར
༻
が

冨
士
中
予
定
地
に
中
学
校
は
建
つ
の
か

長
期
に
な
っ
て
い
る
の
が
՝


で
す
。

士
中
学
ߍ
は
ݐ
ઃ
し

な
い
方
針
ܾ
定
を
ૣ
期
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
ӡ
動
公
Ԃ
の

上
競
ٕ


は
、
平
成
̔
年
に
日
本

上
競

ٕ
࿈
ໍ
の
ୈ
３
種
公
ೝ
を
ड
け
、

当
時
は
全
国
的
に
も

し
い
ϒ

ル
ー
ト
ϥ
ッ
ク
の

上
競
ٕ


と
し
て
白
井
市
の
ތ
れ
る
財
࢈

で
し
た
。
開
ઃ
Ҏ
来
2�
年
が
経

過
し
、
今
後
の
大
規
模
改
修
計

画
に
ͭ
い
て

い
ま
す
。

答
　

ٺ
Խ
が

立
ͭ
こ
と
か

ら
保
全
改
修
に

め
る
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
ϙ
ー
π

ৼ
興
く
じ

の
助
成
制

の
活

༻
を
औ
り
ೖ
れ
た
改
修
計
画
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
計
画
位
置
づ
け
ま
で
の
対

応
は
。

答
　
平
成
23
年
の
公
ೝ
ഇ
ࢭ
Ҏ

問
　
ࡢ
年
、
市
民
ஂ
体
か
ら
学

ߍ
څ
৯
ڞ
同
調
理

の
改
修
を

求
め
る
ఏ
案
・
要
望
書
が
、
市

長
・
ڭ
育
ҕ
員
長
・
学
ߍ
څ
৯

ڞ
同
調
理

ӡ
Ӧ
ҕ
員
会
ҕ
員

長
Ѽ
て
に
ఏ
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
広
報
で
も
26
ԯ
ԁ
ۙ
く
の
財

源
不
足
を
ᨳ
う
中
、
経
ࡁ
ޮ


や
、
ྼ
悪
な
調
理


ڥ
の
ૣ

期
改
ળ
な
ど
、
大
ม
合
理
的
な

内
容
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
市
は
、
最
ॳ
か
ら
説
໌
を

ฉ
こ
う
と
し
な
い

લ

い
の

態

を
と
っ
た
の
は
な
ͥ
か
。

答
　
ݱ
行
計
画
ど
お
り

や
か

に
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
住
民

ॺ
໊
や
、
関
࿈
予
ࢉ
の
議
ܾ
も

あ
り
、
໘
ஊ
を
ࠩ
し
߇
え
さ
せ

߱
、
公
ೝ
大
会
は
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

公
ೝ
ਃ
請
を
し
な
い
খ
中
学
生

の
ه

会
や
実
業
ஂ
の

上
෦

や
中
ߴ
生
の
෦
活
動
な
ど
、
࿅

श

と
し
て
定
期
的
に

༻
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
支

ো
が
な
い
よ
う
実
ࢪ
し
て
い
く

予
定
で
す
。

問
　
３
種
公
ೝ
औ
得
に
向
け
た

ス
έ
δ
ỿ
ー
ル
は
。

答
　
ݱ
ࡏ
策
定
中
の
公
ڞ
ࢪ
ઃ


૯
合

理
計
画
に
位
置
づ
け
、

全
ி
的
な
計
画
の
も
と
実
ࢪ
し

て
い
く
考
え
で
、
ݱ
時

で
は

໌
確
な
ス
έ
δ
ỿ
ー
ル
は
な
く
、

計
画
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
　
財
源
不
足
が
見
ࠐ
ま
れ
る

と
市
自
ら
ೝ
め
る
中
、
住
民
か

ら
新
た
な
Ξ
Π
σ
Ξ
が
ڍ
が
っ

た

合
、

だ
け
で
も
ฉ
こ
う

と
い
う
の
が
ී
௨
の
感
֮
で
は
。

ま
し
て
や
白
井
に
は
市
民
参
加


例
が
あ
り
ま
す
。

答
　ứ
議
員
必
ܞ
Ừ
ه
ࡌ
の
議
ܾ

の
߲

に
従
い
、
今
後
も
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
څ
৯
セ
ϯ
タ
ー
を
タ
ϒ
ー

ѻ
い
に
し
て
、
26
ԯ
ԁ
の

ࣈ

を
୭
が
ど
う
や
っ
て
ຒ
め
る
か
。

答
　
ࡢ
年
の
財
政
ਪ
計
よ
り
財

政
調
整
ج
ۚ

ߴ
も
多
く
な
り
、

ݫ
し
い
が
、
財
政
ഁ

の
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
Μ
。

運
動
公
園
・
陸
上
競
技
場
の

　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
計
画
は

住
民
要
望
を
門
前
払
い
し
て
ま
で

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
を
何
ゆ
え

問
　
印


ڥ
と
消
防

合
へ

の
多
ֹ
な
ෛ
୲
ۚ
に
対
し
、
平

成
28
年

予
ࢉ
は
ど
の
よ
う
な

ڠ
議
を
し
ま
し
た
か
。

答
　
平
成
2�
年

見
ࠐ
み
で
印



ڥ
は
��
ԯ
̔
ઍ
ສ
ԁ
強
、

消
防

合
は
1�
ԯ
̒
ઍ
ສ
ԁ
強

と
ਪ
Ҡ
し
、
今
後
も
中
間
ॲ
理

ࢪ
ઃ
ݐ
ସ
え
、
ุ
ॴ
事
業

、

そ
し
て
消
防
ॺ
ி
ࣷ
ݐ
ઃ
、
改

修
事
業

に
よ
る
ෛ
୲
ۚ
の
૿

加
が
見
ࠐ
ま
れ
ま
す
が
、
経
අ

અ
減
、
事
業
の
ޮ

Խ
を
ਤ
り

な
が
ら
予
ࢉ
計
上
し
ま
し
た
。

ळ
୩
　
ެ
ਉ
ٞ
һ

Ө
ࢁ
　
ኍ
ี
ٞ
һ

運
転
免
許
証
返
納
者
増
加
に
伴
う
バ
ス

運
行
見
直
し
と
買
い
物
の
利
便
性
向
上

本
誌
で
分
類
し
た
よ
う
にInD

esign

に
プ
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
て
い
る
14
種
類
の
「
文
字
組
み
ア
キ
量
設

定
」
の
内
容
の
違
い
は
、「
行
末
約
物
の
処
理
方

法
」
と
「
段
落
先
頭
の
始
め
括
弧
類
の
扱
い
」
に

集
約
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
14
種
類
も
あ
っ
て

も
殆
ど
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
優
先
度
」
の

「
不
自
然
な
挙
動
」
は
共
通
し
て
い
ま
す
し
、「
ツ

メ
ル
場
合
も
ア
ケ
ル
場
合
も
同
じ
“
優
先
度
”」
で

は
困
り
ま
す
ね
。
今
回
提
示
し
た
設
定
で
は
、「
優

先
度
」
を
破
棄
し
、「
約
物
の
役
割
に
応
じ
て
調
整

の
割
合
をcontrol

」
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
つ

も
り
で
す
。
ぜ
ひ
、D

ow
nload

し
て
、
そ
の
挙

動
を
お
確
か
め
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
の
元
に
で
も
、
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
誌
で
分
類
し
た
よ
う
にInD

esign

に
プ
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
て
い
る
14
種
類
の
「
文
字
組
み
ア
キ
量
設

定
」
の
内
容
の
違
い
は
、「
行
末
約
物
の
処
理
方

法
」
と
「
段
落
先
頭
の
始
め
括
弧
類
の
扱
い
」
に

集
約
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
14
種
類
も
あ
っ
て

も
殆
ど
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
優
先
度
」
の

「
不
自
然
な
挙
動
」
は
共
通
し
て
い
ま
す
し
、「
ツ

メ
ル
場
合
も
ア
ケ
ル
場
合
も
同
じ
“
優
先
度
”」
で

は
困
り
ま
す
ね
。
今
回
提
示
し
た
設
定
で
は
、「
優

先
度
」
を
破
棄
し
、「
約
物
の
役
割
に
応
じ
て
調
整

の
割
合
をcontrol

」
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
つ

も
り
で
す
。
ぜ
ひ
、D

ow
nload

し
て
、
そ
の
挙

動
を
お
確
か
め
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
の
元
に
で
も
、
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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問
　
市
が
保
༗
す
る
公
ڞ
ࢪ
ઃ


の
長
期
的
な
૯
合

理
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
市
長
の
公
ڞ
事
業
の
ࡏ

り
方
の
ೝ
ࣝ
を

い
ま
す
。

答
　
平
成
32
年
を
ピ
ー
ク
に
人

口
減
少
を
ܴ
え
ま
す
。
ক
来
の

人
口
ߏ
成
、
財
政
を
的
確
に


Ѳ
し
公
ڞ
ࢪ
ઃ
の

置
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
ࢪ
ઃ
白
書
が
必
要
で
は
。

答
　
白
書
で
は
な
い
が
、
ݻ
定

ࢿ
࢈

ா
を
整
備
し
ま
す
。

問
　
ݱ
ࡏ
予
定
中
の
公
ڞ
ࢪ
ઃ

ݐ
ઃ
は
、
こ
の
計
画
が
策
定
さ

れ
る
ま
で

ͭ
べ
き
で
は
。

答
　
方
針
ܾ
定
さ
れ
た
事
業
は

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
総
合
管
理
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
状
況
は


Ҫ
　
Έ
ͪ
ࢠ
ٞ
һ

問
　

ར
大
ਉ
が
ۚ
મ
त
ड
を

ೝ
め
ࣙ

し
ま
し
た
。
市
長
の

同
氏
・
̨
ࣾ
と
の
か
か
Θ
り
は
。

答
　

ར
氏
・
̨
ࣾ
と
の
か
か

Θ
り
は
͝
͟
い
ま
せ
Μ
。

問
　
市
長
が

ར
氏
の
ઍ
葉
県

後
援
会
ઃ
立
૯
会
に
「
ܽ
੮
」

し
た
こ
と
に
、
̨
ࣾ
の
一
৭
氏

問
　
28
年
̐
݄
よ
り
ઍ
葉
県
ا

業
ி
の
後
継

৫
は
ઍ
葉
県
ا

業

地

理
ہ
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
何
が
ม
Θ
り
ま

す
か
。

問
　
૿
加
が
見
ࠐ
ま
れ
る
保
育

ध
要
へ
の
対
応
策
は
。

答
　
保
育
ॴ
の
定
員
֦
大
、
民

問
　
ࡢ
年
、
政

は
自
Ӵ
ୂ


ߋ
津
ج
地
を
Φ
ス
プ
Ϩ
Π
の
定

期
整
備
ڌ

と
す
る
こ
と
を
ܾ

定
。
Լ
૯
ج
地
と
の
関
࿈
は
。

答
　
ࡾ
市
長
࿈
໊
で
Լ
૯
ج
地

の
ӡ
༻
に
ͭ
い
て
何
か
あ
る
時

は
、
報
ࠂ
を
要
望
し
ま
し
た
。

が
૭
口
に
߅
議
し
た
報
ಓ
が
さ

れ
て
い
る
が
。

答
　
当
日
市
長
の
公
務
が
重
な

り
ܽ
੮
の
ి

を
し
て
い
ま
す
。

問
　
白
井
市
の
「


状
ಓ
࿏
」

工
事
の
今
後
の
見
௨
し
は
。

答
　
県
・
̪
̧
と
調
整
し
ૣ
期

整
備
に

力
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
ا
業

地

理
ہ
も
公
Ӧ

ا
業
๏
が
ద
༻
さ
れ
る
の
で
形

態
は
Ҏ
લ
と
΄
΅
同
じ
で
す
。


地

成
は
ऴ
݁
し
、
保
༗


地
の
༗
ޮ
活
༻
や
ॲ

を
進
め

間
ࢪ
ઃ
の
整
備
、
３
ࡀ
ະ
満
ࣇ

を
対
象
と
し
た
খ
規
模
保
育
ॴ

の
誘
致
な
ど
、
保
育
を
必
要
と

す
る
全
て
の
ࣇ
ಐ
が
α
ー
Ϗ
ス

を
ར
༻
で
き
る
よ
う

め
ま
す
。

問
　

・
日
、
ॕ
日
や
時
間
外

の
保
育
を
֦
大
す
る
考
え
は
。

答
　
フ
Ỹ
ϛ
Ϧ
ー
α
ϙ
ー
ト
セ

ϯ
タ
ー
の
ར
༻
を
ન
め
ま
す
。

問
　
市
民
の
໋
・
危
ݥ
に
か
か

Θ
る
問

。

備
は
ड
け
ೖ
れ

な
い
態

表
໌
を
要
望
し
ま
す
。

　
ࣗ
Ӵ

ื
ू
ͷ
ủ
ԣ
அ
ນ
Ứ

Λ
ࠓ
年

͔
Β
ࢢ
ͷ
ற
ं



ܝ
ࣔ
͢
Δ
݅
Ͱ
ỏ
ఫ
ճ
Λ
ཁ


͢
Δ
࣭


͠
·
͠
ͨ
Ố

「
甘
利
氏
疑
惑
」

　
　
市
の
政
治
家
の
か
か
わ
り
は

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
諸
問
題

保
育
待
機
児
ゼ
ロ
と

　
　
　
　
　
質
を
担
保
す
る
努
力
を

下
総
基
地
の
米
軍
機

　
　
　
　
　（
オ
ス
プ
レ
イ
）
使
用

த

　
উ
හ
ٞ
һ

Ӭ

　
༸
ࢠ
ٞ
һ

問
　
ਤ
書
ؗ
の
民
Ӧ
Խ
に
ͭ
い

て
の
考
え
は
。

答
　
直
Ӧ
に
よ
る
ӡ
Ӧ
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ủ

൜
ମ
੍
ͷ

උ
Ứ
ʹ
ͭ

͍
ͯ

࣭

͠
·
͠
ͨ
Ố

図
書
館
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

問
　
ᶃ
で
ま
と
ま
る
行
政
経
Ӧ

ࢦ
針
が
、
市
の
方
針
と
一
致
し

な
い
ࡍ
の
ࢦ
ఠ
事
߲
の
ѻ
い
は
。

答
　
े

ଚ
重
し
ま
す
。

問
　
同
ࢦ
針
に
従
っ
て
、
૯
合

計
画
を
見
直
す
の
で
す
か
。

答
　
後
期
̑
か
年
の
方
で
反
映

さ
せ
ま
す
。

問
　
ᶃ
と
不
Մ

の
公
ڞ
ࢪ
ઃ


૯
合

理
計
画
の
調
ࠪ
・
৹

議
を
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
で
す
か
。

答
　
大
き
な
方
針
の
෦

の
策

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
住
民
監
ࠪ
請
求
ま
で
出
さ

れ
た
学
ߍ
څ
৯
ڞ
同
調
理

ݐ

ସ
え
事
業

、
ݐ
ઃ
事
業
を
̓

ͭ
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
ճ
立
ち
ࢭ
ま
る
ӳ
அ
を
持
っ

て

き
た
い
も
の
で
す
。
で
は
、

ᶃ
と
ᶄ
の
関
Θ
り
は
。

答
　
ᶃ
で
ࢦ
針
を
࡞
成
し
、
ᶄ

で
Ξ
ク
シ
ョ
ϯ
プ
ϥ
ϯ
を
策
定

し
ま
す
。

①
行
政
経
営
有
識
者
会
議
と

　
　
　
　
②
行
政
改
革
推
進
委
員
会

ࣲ
ా
　
ܓ
ࢠ
ٞ
һ

問
　

ར
元
大
ਉ
の
݅
で
報
ಓ

さ
れ
た
市
内
ݐ
ઃ
業
者
に
よ
る

市
の
公
ڞ
工
事

の
実

は
。

答
　
白
井
市
の
ೖ
ࡳ
参
加
ద
֨

者
໊

に
ొ

が
な
く
、
ܖ


実

は
あ
り
ま
せ
Μ
。

問
　
څ
৯
セ
ϯ
タ
ー
ݐ
ઃ
事
業

が
市
民
参
加

例
̒

̍
߲
̑

߸
「
市
民
の
公
ڞ
の
༻
に
ڙ
さ

れ
る
大
規
模
な
ࢪ
ઃ
」
の
例
外

と
さ
れ
る
そ
の
理
༝
は
。

答
　
特
定
の
人
の
た
め
の
公
益

的
な
ࢪ
ઃ
で
あ
り
「
公
ڞ
の
༻

に
ڙ
す
る
」
に
֘
当
し
ま
せ
Μ
。

問
　
ݱ
行
の

จ
で
は
大
規
模

予
ࢉ
で
あ
っ
て
も
市
民
参
加
無

し
で
も
よ
い
と
悪
ҙ
的
解
ऍ
が

で
き
る
の
で
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
の

参
加
を
い
た
だ
い
た
経
Ң
が
あ

り
ま
す
。
市
民
の
ҙ
見
を
े


ଚ
重
し
た
上
で
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　

例
の
改
ਖ਼
の
検
討
は
。

答
　

例
制
定
時
と
だ
い
ぶ
ࣾ

会
情

も
ม
Θ
っ
て
き
て
お
り
、

内
容
に
ͭ
い
て
࠶

精
ࠪ
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
考
え
ま
す
。

　ủ
ຽ
ധ
ʹ
͓
͚
Δ
ന
Ҫ
ࢢ
ͷ

ݱ
ঢ়
ೝ
ࣝ
ͱ
ଟ
֯
త
ࢹ

ͷ
ݕ

౼
Ứỏủ
ଞ
ݝ
Ͱ

Ո
ॴ
ಘ

্

ͱ
ͳ
ỳ
ͯ
͍
Δ
Ⴉ
ఆ
ޙ
ͷ
ས
ͷ

ࢬ
Λ
ỏ

ଳ
Ͱ
日
ຊ
ས
ͷ
ժ
͕

ग़
ͣ
ຖ
年
ึ

Λ
ඞ
ཁ
ͱ
͠
ͯ

͍
Δ



༌
ग़
͢
Δ
Մ

ੑ

ͷ
ݕ
౼
Ứ

࣭

͠
·
͠
ͨ
Ố

市
民
参
加
条
例
と
現
実
的

　
　
　
　
　
　
市
民
参
加
の
検
討

支
援
を
行
う

、
関
係
機
関
と

の
࿈
ܞ
を
ਤ
っ
て
い
ま
す
。

問
　
発
ୡ
ো
が
い
の
あ
る
子
の


の
ҝ
の
子
育
て
ト
Ϩ
ー
χ
ϯ

ά
で
あ
る
「
ϖ
Ξ
Ϩ
ϯ
ト
ト
Ϩ

ー
χ
ϯ
ά
」
の
ಋ
ೖ
予
定
は
。

答
　
実
ࢪ
体
制
の
整
備
が
必
要

で
今
後
の
՝

と
ೝ
ࣝ
し
ま
す
。

問
　
ϥ
Π
フ
α
ϙ
ー
ト
・
フ
Ỹ

Π
ル
の
成
Ռ
と
՝

は
。

答
　
切
れ

の
な
い
支
援
に
役

立
っ
て
い
る
と
ೝ
ࣝ
し
ま
す
が
、

一

の
活
༻
の
た
め
内
容
の
見

直
し
と
प
知
を
進
め
ま
す
。

問
　
学
ߍ
で
の
औ
り

み
は
。

答
　
ࢦ
ಋ

ඪ
や
内
容
の
合
理

的

ྀ
に
ͭ
い
て
保
ޢ
者
と
の

合
ҙ
形
成
を
ਤ
り
、
ݸ
ผ
の
ࢦ

ಋ
計
画
࡞
成
に

め
、
そ
れ
を

も
と
に
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

　ủ
খ
த
ֶ
ߍ
ԕ
ࢹ
ର
ࡦ
Ứʹ

ͭ

͍
ͯ

࣭

͠
·
͠
ͨ
Ố

問
　
一
؏
し
た
支
援
体
制
の
औ

り

み
の
ݱ
状
は
。

答
　
༮
ࣇ
݈

や
ब
学
ࣇ
݈

、

保
育
時
と
い
っ
た
機
会
を
活
༻

し
ૣ
期
発
見
に

め
、
相
ஊ


実
ࢪ
。
成
人
に
対
し
て
は
相
ஊ

支
援
や
ब
࿑
支
援

の
α
ー
Ϗ

ス
ఏ
ڙ
に

め
て
い
ま
す
。

問
　
困
り
感
の
あ
る
ະ
ब
学
ࣇ

の
支
援
体
制
は
。

答
　
保
ޢ
者
の
不
安
ܰ
減
を
ਤ

る
た
め
৺
理
ઐ

৬
に
よ
る
ݸ

ผ
相
ஊ
に
ͭ
な
げ
、
Ն
休
み
中

は
༮
・
保
育
Ԃ
を
८
ճ
し
相
ஊ

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
আ
外

県
༗
地
は
ا
業

地

理
ہ
と
、

県
ಓ
や
ਆ
࡚


の
関
࿈
事
業

に
ͭ
い
て
は
県
ॴ

෦
ہ
と
ڠ

議
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
আ
外
県
༗
地
に
ͭ
い
て
市

と
ا
業
ி
と
の
ڠ
議
݁
Ռ
は
。

答
　
ಓ
࿏
形
態
地
の
΄
か
、（
Ծ
）

୩
田
ਗ਼
ށ
市
民
の

の
保
全
ൣ

ғ
・
そ
れ
ら
と
一
体
的
保
全
を

ਤ
る

地
の
無
ঈ
ৡ

は
ܖ


క
݁
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。

問
　


状
ಓ
࿏
ݐ
ઃ
は
大
෯

に

れ
、
市
民
は
ඇ
ৗ
に
不
ศ

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
࢈
ഇ

ఫ
ڈ
の
進

状
況
、
工
事
中
அ

の
理
༝
、
今
後
の
見
௨
し

に

ͭ
い
て
、
̪
̧
か
ら
ど
う
説
໌

を
ฉ
い
て
い
る
の
で
す
か
。

答
　
̪
̧
は
一
෦
༴
น
の
߯


ߌ

ઃ
は
し
ま
し
た
が
、
ྡ


者
と
の
ト
ϥ
ϒ
ル
も
あ
り
、
ৄ

ࡉ
を
໌
ら
か
し
て
い
な
い
の
で
、

市
は

Ѳ
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　ủ
ന
Ҫ
ࢢ
ڭ
ҭ
େ
ߝ
Ứʹ

ͭ
͍

ͯ

࣭

͠
·
͠
ͨ
Ố

問
　
ઓ
後
��
年
が
過
͗
、
こ
の

અ

の
時
期
に
白
井
市
の
ઓ
争

の
ྺ
࢙
を
一
୴
整
理
を
し
て
ઓ

争
を
知
ら
な
い
世
代
に
継
ঝ
し

て
い
く
べ
き
と
ࢲ
は
考
え
ま
す

が
、
見
解
を

い
ま
す
。

答
　
平


市
એ
言
か
ら
来
年

3�
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
機
に
ઓ
争
体
験
ه
の
ื
集
を

改
め
て
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ื
集
し
た
内
容
に
ͭ
い
て

は
広
報
ࢴ
へ
の
࿈
ࡌ
ه
事
の
ܝ

ࡌ
、
体
験
ه
、
Π
ϯ
タ
Ϗ
ỿ
ー

の
݁
Ռ
や
͝
ఏ
ڙ

い
た
ࢿ
ྉ


に
ͭ
い
て
は
ݪ
ଇ
全
จ
ܝ
ࡌ

し
ه

と
し
て

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
学
श
ࢦ
ಋ
要
領
に
Ԋ
っ
て

学
ߍ
ಠ
自
の
平

ڭ
育
は
ど
の

よ
う
に
検
討
さ
れ
ܾ
定
し
て
い

く
の
か
に
ͭ
い
て

い
ま
す
。

答
　
各
学
ߍ
に
お
い
て
は
、
学

श
ࢦ
ಋ
要
領
に
従
っ
て
ڭ
育
՝

ఔ
を
ฤ
成
し
て
い
ま
す
。
学
ߍ

ಠ
自
の
平

ڭ
育
の
よ
う
な
工

夫
を
ڽ
ら
し
た
特
৭
あ
る
ڭ
育

活
動
に
ͭ
い
て
は
、
ߍ
長
の
Ϧ

ー
μ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
地
域
や

学
ߍ
、
ࣇ
ಐ
生
ె
の
実
態
を
ふ

ま
え
て
全
৬
員
で
計
画
的
に
実

ࢪ
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
࿕
ಡ

α
ー
ク
ル
に
よ
る
ಡ
み
ฉ
か
せ
、

Ϣ
χ
セ
フ
活
動
で
の
ฆ
争
地
域

へ
の
ื
ۚ
活
動
、
ޠ
り
෦
に
よ

る
ઓ
争
体
験
活
動
を
ௌ
く
औ
り


み
も
行
Θ
れ
て
い
ま
す
。

後
世
に
語
り
継
ご
う
悲
惨
な
戦
争

ੴ
ా
　
৴
ত
ٞ
һ

保
護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
、

発
達
障
が
い
児
の
支
援
体
制
の
充
実
を

খ
ా

　
ರ
ࢠ
ٞ
һ


ా
　
݈
Ұ

ٞ
һ
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福嶋先生

新川先生

○は賛成　×は反対　―は採決に不参加
　は 2～3頁を参照★★

議案等 付　　託 審　議

番　号 委員会名 結　果
福井 小田川 柴田 影山 竹内 永瀬 多田 幸正 石井 植村 斉藤 石田 長谷川 血脇 秋谷 田中 平田 広沢 和田 中川 秋本

白井市職員の退職管理に関する条例の制
定★ 総務 原案可決

原案可決文教民生給食センター用地の取得

平成２７年度白井市一般会計補正予算
（第８号） 各委員会 原案可決

平成２８年度白井市一般会計予算★ 各委員会 原案可決

平成２８年度白井市学校給食共同調理場
事業特別会計予算 文教民生 原案可決

学校給食共同調理場の建替え問題に関す
る陳情★

文教民生

議案5

議案6

議案7

議案8

議案9

議案10

議案11

議案12

議案13

議案14

議案15

議案18

議案19

議案20

環境経済

総務

地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正
する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定

総務

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定

総務

白井市附属機関条例の一部を改正する条例の制定 総務

白井市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定

総務

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定 総務

白井市税条例の一部を改正する条例の制定 総務

白井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定 文教民生

白井市手数料条例の一部を改正する条例の制定 総務

文教民生

白井市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制
定 環境経済

白井市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例の制定 環境経済

環境経済白井市道路線の認定及び変更

議員
提出
のもの

平成２７年度白井市国民健康保険特別会計事業勘定
補正予算（第２号）★ 文教民生

議案1 専決処分（白井市税条例等の一部を改正する条例）
の承認

議案2 専決処分（白井市都市計画税条例の一部を改正する
条例）の承認

専決処分（白井市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）の承認

市庁舎整備工事の締結★

情報セキュリティ強化機器の取得

第
１
回
臨
時
会

市
長
提
出
の
も
の

第

１

回

定

例

会

第

１

回

定

例

会

市

長

提

出

の

も

の

第

１

回

定

例

会

市
長
提
出
の
も
の

陳
情

市

長

提

出

の

も

の

議案3

議案4

議案5

「陳情第１０号　沖縄の米軍普天間飛行場代替施設建設の早期実現、沖縄米軍基地の整理縮小及び負担軽減を求める意見書の採択を求める陳情」「陳情第１号　軽度外傷性脳損傷・
脳しんとうの周知と予防、その危険性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める陳情」は議長報告

各 議 員 の 賛 否

平成２８年度白井市下水道事業特別会計予算

平成２８年度白井市後期高齢者医療特別会計予算

平成２７年度白井市介護保険特別会計保険事業勘定
補正予算（第４号）

市民自治ネットワーク 白井の夢 公明党 しろい政和 ＮＴ２１ 議長日本
共産党

精神障害者の交通運賃割引を求める意見書採択に
関する陳情書★

環境経済

平成２８年度白井市国民健康保険特別会計事業勘
定予算

平成２７年度白井市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

件　　　名

議案等
番　号

付　　託
委員会名件　　　名 議案等

番　号
付　　託
委員会名

件　　　名

市民の声

平成２７年度白井市水道事業会計補正予算（第３
号）

【賛成全員の議案】

文教民生

文教民生

平成２７年度白井市下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

平成２７年度白井市学校給食共同調理場事業特別
会計補正予算（第３号）

文教民生

平成２８年度白井市介護保険特別会計保険事業勘
定予算

文教民生

文教民生

文教民生

文教民生

平成２８年度白井市水道事業会計予算

精神障がい者の交通運賃割引を求める意見書★

白井市障害者支援センターの指定管理者の指定事
項の変更

環境経済

環境経済

環境経済

平成２７年度白井市一般会計補正予算（第９号）

平成２８年度白井市一般会計補正予算（第１号）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

議案１

議案16

議案17

議案24

議案29

陳情 2

白井市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定

議案21

議案22

議案23

議案25

議案26

議案27

議案28

議案30

議案31

議案32

議案33

発議1

陳情3

白井市消費生活センターの組織及び運営等に関する
条例の制定★

白井市行政不服審査法等手数料条例の制定

議案2

議案3

議案4

不採択

○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 　̶

× × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 　̶

× × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 　̶

× × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 　̶

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 　̶

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × × ○　̶

議案等審議結果一覧表議案等審議結果一覧表
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下総基地の米軍機使用絶対反対。

編
集
後
記

中
央
学
院
大
学
教
授
（
元
我
孫

子
市
長
）　
　 

福ふ
く
し
ま
ひ
ろ
ひ
こ

嶋
浩
彦
　
氏

　
白
井
市
に
も
全
国
で
起
き
て

い
る
人
口
減
少
の
波
が
例
外
な

く
押
し
寄
せ
平
成
32
年
に
は
人

口
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
福
嶋
氏
は
、
地
方
自
治

体
同
士
が
人
口
の
奪
い
合
い
と

な
り
、
財
源
を
無
視
し
た
過
剰

な
誘
致
競
争
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
懸
念
。
各
自
治
体
は
他

市
町
村
と
競
い
合
う
の
で
は
な

く
各
々
の
特
徴
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
行
政
改
革
が
必
要

で
あ
る
事
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
市
議
３
期
、
市
長
を
３
期

務
め
た
自
身
の
経
験
か
ら
、
従

来
か
ら
の
既
得
権
益
を
見
直
す

改
革
に
は
、
そ
の
対
象
と
な
る

当
事
者
の
み
で
は
当
然
反
対
す

る
た
め
進
め
る
の
が
困
難
で

す
。
な
の
で
当
事
者
だ
け
で
な

く
、
市
民
全
体
に
公
開
す
る
形

で
行
っ
て
い
く
市
民
参
加
型
の

行
政
改
革
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
方
議
会
は
国
政
と
違
い
二

元
代
表
制
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
議
会
改
革
の
方
向

性
は
政
策
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
秘
書
ス
タ
ッ
フ
も

備
え
た
少
数
精
鋭
の
議
会
、
ま

た
は
休
日
開
催
に
し
て
多
く
の

市
民
が
働
き
な
が
ら
参
加
で
き

る
よ
う
な
議
会
な
ど
様
々
な
案

が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
一
長
一

短
あ
る
た
め
、
議
論
が
必
要
で

す
。

　
地
方
議
会
の
議
員
は
従
来
の

よ
う
な
自
身
の
支
持
者
の
要
望

の
み
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
代

弁
者
に
徹
す
る
の
で
は
な
く
、

市
全
体
の
公
益
を
考
え
た
広
い

視
野
で
、
政
策
立
案
能
力
を
磨

き
、
議
員
同
士
の
議
論
が
活
発

と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

説
か
れ
ま
し
た
。

　n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

　同
志
社
大
学
大
学
院

　
総
合
政
策
科
学
研
究
科

　
　
　
教
授
　
新に

い
か
わ
た
つ
ろ
う

川
達
郎
　
氏

　
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
・
予

防
を
定
め
た
白
井
市
地
域
防
災

計
画
で
関
係
機
関
と
し
て
議
会

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
緊
急
時
に
お
け
る

議
会
の
「
出
番
」
と
い
う
も
の

が
（
少
な
く
と
も
、
警
察
や
消

防
、
そ
の
他
実
務
・
執
行
機
関

並
み
に
は
）
具
体
的
に
見
え
て

こ
な
い
と
い
う
の
が
大
方
の
印

象
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
確
か
に
発
生
直
後
、
安
全
確

保
の
段
階
で
は
大
半
が
一
般
市

民
と
同
様
「
自
助
」
に
徹
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
、
支
援
活
動
へ

の
関
与
、
情
報
収
集
や
住
民
要

望
の
汲
み
上
げ
、
復
旧
・
復
興

段
階
に
お
け
る
政
策
対
応
の
検

討
や
執
行
機
関
に
対
す
る
監

視
、
県
や
国
に
対
す
る
要
請
・

働
き
か
け
な
ど
の
機
能
が
市
議

会
・
議
員
に
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
状

況
に
よ
っ
て
は
、
議
会
が
物
理

的
に
開
け
な
い
事
態
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
研
修
会
で
は
、
こ
う
し
た

議
会
な
ら
で
は
の
役
割
を
踏
ま

え
た
上
で
、
滋
賀
県
大
津
市
の

大
津
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継

続
計
画
）
を
例
に
引
き
な
が

ら
、
議
会
機
能
の
維
持
に
向
け

た
方
針
、
災
害
発
生
後
の
時
期

に
応
じ
た
行
動
・
活
動
内
容
の

整
理
な
ど
が
解
説
さ
れ
、
議
会

も
議
会
な
り
に
相
互
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
の
必

要
性
が
説
か
れ
ま
し
た
。

　「
平
時
で
あ
れ
緊
急
時
で
あ

れ
住
民
代
表
と
し
て
の
議
員
、

災
害
時
に
も
住
民
代
表
機
関
と

し
て
の
議
会
」、
ゆ
え
に
最
悪
の

事
態
の
想
定
が
い
か
に
大
切
か

を
学
ぶ
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
あ
る
少
年
が
「
人
口
が
少
な

い
と
不
幸
な
の
？
東
京
の
人
は

皆
幸
福
で
、
僕
ら
は
不
幸
？
」

と
尋
ね
た
。
日
本
中
が
人
口
減

少
の
危
機
感
に
お
の
の
く
今
、

少
年
の
素
朴
な
疑
問
に
何
と
答

え
よ
う
？
　
ふ
と
、
世
界
で
一

番
貧
し
い
大
統
領
と
呼
ば
れ
る

ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
氏
が
「
貧
し
い

人
と
は
持
っ
て
い
な
い
人
で
は

な
く
、
無
限
の
欲
で
幾
ら
あ
っ

て
も
満
足
し
な
い
人
の
こ
と
」

と
ス
ピ
ー
チ
し
た
言
葉
を
思
い

出
す
。
　
そ
う
だ
、少
年
に
は
、

「
知
恵
や
工
夫
・
人
の
絆
は
幸
福

の
種
。
こ
れ
か
ら
一
緒
に
育
て

て
い
こ
う
」
と
答
え
よ
う
。
　

　
　
　
　
　
　（
平
田
　
新
子
）

議 

員
　  

研 

修 

会

平
成
28
年
３
月
16
日

『
人
口
減
少
時
代
の

　
　
地
域
づ
く
り
と
議
会
』

『
災
害
時
に
お
け
る

　
　
　
　
議
会
の
役
割
』
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